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会計

国際会計基準審議会（IASB）の

第27回IFRS諮問会議（IFRSAdvi-

soryCouncil）１ が、2010年２月22日

と23日の両日にわたり、ロンドンで

開催された。日本からは、諮問会議

メンバーである金子誠一社団法人日

本証券アナリスト協会理事、米家正

三伊藤忠商事株式会社常勤監査役、

オブザーバーとして、金融庁より園

田 周企業開示課課長補佐が出席し

た。以下、会議の主な概要を報告す

る。

諮問会議議長及び副議長、IASB

議長から、それぞれ最近４か月の動

向が報告された。また、National

StandardSettersGroup（NSS）議長

及びEuropean FinancialReporting

AdvisoryGroup（EFRAG）議長から

各組織の紹介が行われ、米国SECか

らのオブザーバー及び他の諮問会議

メンバーからも各国における活動状

況が報告された。

【PaulCherry議長】

定款レビューの完了を知らせるプ

レス・リリースが公表されている２。

「原則ベースの基準」という表現に

ついて、IFRSは「明確に表現され

た原則（clearlyarticulatedprinci-

ples）に基づかなければならない」

との文言で決着した３。また、加速

されたデュー・プロセス（緊急手続）

に関して、非常に稀な場合に限り、

評議員の４分の３以上の事前承認に

よってこれを認めることとなった４。

さらに、従来の定款ではコンバージェ

ンス自体が国際会計基準委員会財団

の目的とされていたが、今回の見直

しにより、コンバージェンスはアド

プションを促進するための手段であ

ることが明確にされた５。

【CharlesMacek副議長】

オーストラリアでは、グローバル

金融危機後、監査人の役割に焦点が

当てられている。現在、議論はより

実務的な論点に移っており、経営者

による財務諸表の利用に係る懸念や

基準の有用性に関心が集まっている。

【DavidTweedie議長】

FASBとのMoU項目のうち、時間

的制約から無形資産のプロジェクト

が除外され、企業結合が完了したた

め、残る９つのプロジェクトを2011

年６月までに完了しなければならな

い。

2011年及び2012年にIFRSをアド

プトする国々があるため、MoUプ

ロジェクトを完了させるプレッシャー

が増している。発効日について（す

なわち、基準を段階的に導入するの

がいいのか、一斉に導入するのがい

いのか、あるいは早期適用を認める

のかどうか）議論する予定である。

FASBは、分類と測定に関する文

書を公表する計画である。共同会議

の結果、２つの異なる分類モデルの

下で共通のヘッジ・モデルにたどり

着くのは困難であることが明らかと

なったため、現在、我々は、共通の

判断規準の開発を試みている。

2009年11月にIFRS第９号を公表

した後、関係者から多くのコメント・

レターが寄せられているが、IASB

は、IFRS第９号に関して完全なデュー

・プロセスを踏んでおり、その時点

で最善の決定を行っている。基準公

表から２年後に、基準を再評価する

ための施行後レビューを行うことが

定められており、その時点で改善を

図ることができる。IASBは、FASB

版の公開草案を公表するが、IFRS

第９号を変更することは予定されて
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いない。

サイクル全体にわたる引当て

（through-cycleprovision）の考え方

に関して、IASBと健全性監督機関

との間で議論が行われているが、こ

れは我々が知る財務報告の一部では

ない。この課題は健全性監督のもの

であり、IASBによっては取り扱わ

れない。提案としてあり得るのは、

規制上の利益に関する別個の計算書

を開示し、純利益や包括利益に影響

を与えないようにすることである。

【NSSアップデート】

IASBのリエゾン国会議として始

まったNSS会議は、2005年９月にそ

の役割を世界会計基準設定主体者会

議（WSS）に譲り、その後は各会計

基準設定主体が行っている研究プロ

ジェクトなどを議論する場となった。

NSS会議は、毎年春（３月又は４月）

と秋（９月）の２回開催され、公式

の会議報告がIASB議長に提出され

る。

NSS会議の主な役割は、IASBの

支援、意見交換、時事問題の議論及

び作業計画などの長期的な課題の検

討などである。2009年９月に開催さ

れた会議での主な関心は、IAS第39

号改訂のスピードとIASBのアジェ

ンダの緊迫度であった。また、概念

フレームワーク・プロジェクト及び

開示フレームワーク・プロジェクト

に対する支持もあった。

【EFRAGアップデート】

EFRAGは、欧州委員会に対して

会計基準承認のための助言（en-

dorsementadvice）を提供するとい

う役割を担っている独立の団体であ

る。その最も重要な役割は、IASB

及びIFRICに対してプロアクティブ

に情報を提供することである。

EFRAGの最も重要なアウトプット

は、そのコメント・レター案である。

EFRAGは、関係者の意見形成に資

するため、IASBの公表物に対する

コメント・レター案をウェブサイト

に掲載する唯一の組織である。

EFRAGのメンバーは、EFRAGに

よって作成された文書が世界中で読

まれていることを承知しており、文

書の公表によって、関係者が重要な

論点に関する理解を深めることに役

立っていると考えている。

【SECアップデート】

米国SECは、2010年２月24日に公

開会議を開催し、高品質でグローバ

ルな１組の会計基準に対する支持及

びIFRSを米国発行者の報告システ

ムに組み入れることに関する継続的

な検討について議論する予定であ

る６。

【諮問会議メンバーからのアップデー

ト】

・ ブラジルの上場企業の連結財務

諸表にIFRSが強制適用されるの

は2010年からだが、2009年には重

複上場（crosslist）していないブ

ラジル企業３社が早期適用による

IFRSベースの連結財務諸表を公

表している。（ブラジル証券取引

委員会）

・ 2009年６月に公表したロードマッ

プに基づき、金融庁は2009年12月

に連結財務諸表規則等を改正した。

これにより、国際的に活動する上

場企業は、2010年３月末に終了す

る事業年度以降の連結財務諸表に

IFRSを任意適用することが認め

られる。また、同規則等の改正に

より、現在認められている米国基

準に基づく連結財務諸表の開示は、

2016年３月末に終了する事業年度

から認められなくなる。連結財務

諸表規則等で用いている「指定国

際会計基準」という用語は誤解を

受けることがあるが、これは現在

のところカーブインやカーブアウ

トのないPureIFRSであることを

強調したい。（金融庁）

・ 2009年12月、CorporateReport-

ingUsersForum（CRUF）を日本

でも立ち上げた。日本CRUFのメ

ンバーは現在17名。月１回、会合

を持ち、現在は金融商品の減損公

開草案について検討している。日

本CRUFは、地域間の意見相違の

縮小に貢献したいと考えている。

（日本証券アナリスト協会）

・ インド企業省は、IFRSへのコ

ンバージェンスを促進するため、

コアグループを指名している。イ

ンド企業省は、このコアグループ

の勧告に従って告示を行い、

IFRSへのコンバージェンスに対

してフェーズド・アプローチを採

用することを明らかにしている。

（インド商工会議所連合／ボンベ

イ証券取引所）

・ 我々は、加盟組織に対する調査

を実施し、IFRSに関連してどの

ような活動を行っているかを取り

まとめた。各国においてどのよう

にIFRSが組み込まれてきている

のか、どのような技術的支援が得

られるのかなどについての情報が

含まれている。（国際会計教育研

究学会IAAER）

・ シンガポールは、2010年、IFRS

地域政策フォーラム（Regional

PolicyForum）を主催する。当フォー

ラムは、さまざまな規制機関関係

者の参加を想定している。（シン

ガポール会計企業規制庁ACRA）

・ 2009年11月に行われた地域基準

設定主体の年次会議に、インド、

パキスタン、スリランカ、バング
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ラデシュ及びネパールから代表者

が参加した。インドが告示を行っ

たのと同様、パキスタンとスリラ

ンカも2011年１月１日からIFRS

を導入することを正式に表明して

いる。バングラデシュは2012年１

月１日からの導入で、ネパールの

導入時期は未定である。2010年の

地域基準設定主体会議は11月にイ

ンドで開催される。（南アジア会

計士連盟SAFA）

・ 2009年までに既に14社がIFRS

を採用し、2010年にはさらに30社

以上がIFRSによる財務諸表を公

表する見込みである。2011年には

すべての上場企業及び金融機関が

IFRSを適用しなければならない。

（韓国会計基準委員会）

・ CESRはエンフォースメントの

問題について議論し、各国の決定

についてのデータベースを整備し、

定期的に公表している。CESRは

基準の解釈を提供しないが、基準

のあるべき方向性について意見を

表明することはある。IFRS第９

号の承認が遅れているといわれる

が、遅れているのではなく、欧州

における通常の手続を加速してい

ないだけである。（CESR）

・ 世界会計士会議（WorldCon-

gressofAccountants）が、2010年

11月に開催される。（国際会計士

連盟IFAC）

IASBのディレクターにより、タ

クソノミー開発の進展状況やXBRL

に関する基本的な論点が紹介された。

現在は、主要財務諸表間での比較

可能性はあるが、XBRLによって情

報をとらえることができるようにな

れば、注記においても、より比較可

能性が高まる可能性がある。時が経

つにつれ、より詳細な情報が注記で

とらえられるようになると考えられ

ている。

XBRLが非常に複雑となり得るこ

とから、ユーザビリティに関する懸

念があるが、より細かい情報が得ら

れることの便益には、それだけの価

値がある。IASBがXBRLに関与する

ことによって、XBRLが開示要件の

ように解釈されるリスクがあるとい

うことを認識しなければならない。

諮問会議メンバーは、XBRLの利

点について支持を表明したものの、

監査の観点からの懸念があるとコメ

ントした。

このトピックは、NSS会議におけ

るアジェンダに挙げられている。英

国会計基準審議会のDavidLoweth氏

による説明が行われた。

【諮問会議メンバーのコメント】

・ IASBが正当性を維持するため

に影響分析は極めて重要である。

IASBが、基準の定性的影響に確

信が持てないのであれば、そのよ

うな基準を書くべきではない。

（GrantThornton等複数のメンバー）

・ 影響分析が、利益団体によって

基準開発のペースを落とすための

道具として用いられてはならない。

（InternationalCorporateGovern-

anceNetwork等複数のメンバー）

・ このタスクに特化したスタッフ

を雇用することを提案する。コス

トと便益はIASBのミッションに

照らして測られるべきである。

（CESR）

・ 影響分析ができることには限界

があるものの、これを導入してか

ら関係者との関係が改善した。

（欧州委員会）

・ 影響分析を扱いやすくし、関係

者にとって有効なものとするため、

主要な論点と軽微な論点とを識別

する規準を設けるべきである。

（SEC等複数のメンバー）

・ 影響分析は、その最終的な文書

が重要なのではなく、むしろその

プロセスと発見事項が重要である。

（国際会計士連盟等複数のメンバー）

・ 影響分析のための確立されたプ

ロセスがIASBには存在しないこ

とが懸念される。まずは、整合的

なアウトプットのために、すべて

の基準及びプロジェクトに適用で

きる手法を開発してはどうか。

（国際会計教育研究学会及び国際

会計士連盟）

・ このようなプロセスはIASBの

中に組織化され、基準のマクロ的

な見方が採られるべきである。

（CFA協会）

2011年以後のIASBのアジェンダ

について、４つのグループに分かれ

て議論が行われた。いずれのグルー

プにも共通した見解は、次のとおり

である。

・ 鎮静期間 新たな基準開発を

控え、存在する基準の確実な施行

に集中すべきである。IASBはこ

れまで、新規プロジェクトをアジェ

ンダに加えることを拒否すること

は稀であった。しかし、2011年以

後に鎮静期間を設けようとするの

であれば、ノーと言う仕組みが必

要である。プロジェクトの決定又

はアジェンダへの追加に関する規
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準を見直すべきである。

・ 適用の一貫性 施行後レビュー

は重要であり、次に進むために必

要である。施行後レビューという

考え方は比較的新しく、IASBは

レビュー実施のガイドラインを開

発する必要があるかもしれない。

このプロセスに各国の基準設定主

体を関与させることに強い支持が

あった。

・ １組の高品質な会計基準への支

持 コンバージェンスよりもア

ドプションへの支持があり、コン

バージェンスは、それ自体が主要

な目標となるべきではないことが

強調された。また、コンバージェ

ンスのために品質を犠牲にすべき

ではない。

・ IASBブランドの維持 IASB

は、今もなお目的に適っているか

どうかを評価し、基準の意思決定

有用性を維持すること。IASBの

ミッションを見直すことに支持が

あった。これには、関係者が誰で

あるのか、彼らのニーズが満たさ

れているかどうかの検討が含まれ

る。基準の信頼性を維持し、その

誤用に対処することに支持があっ

た。基準は、それが意図したよう

に用いられなければならない。

各グループにおけるコンセンサス

は、次のとおりである。

【グループ１】（利用者）

IASBに対する利用者からのイン

プットの重要性が強調された。現在

は、会計アナリストが基準設定プロ

セスに関与しているが、利用者の包

括的な見解を得るためには、より多

くのバイサイド及びセルサイドのア

ナリストの関与が必要である。また、

IASB議長の独立性も必須であると

考える。資金調達はIASBにとって

常に問題となるが、基準のライセン

ス化や基準の利用に対して課金する

ことなどが考えられる。会計基準と

監査の基準は、一体性を確保するた

めに一緒に検討されるべきではない

か。2011年以後、鎮静期間を設ける

ことに賛成であり、その間にIASB

は、初度適用者、新興経済国及び金

融危機において明らかになった課題

に集中すべきである。また、概念フ

レームワークの優先度を高めるべき

である。基準の適用の質が非常に重

要になると考えており、国際的に一

貫性のある適用を確実にすべきであ

る。IASBは、適用のフレームワーク

開発を検討してもよいのではないか。

【グループ２】（作成者）

引き続き高品質な１組の会計基準

に向けた努力を促し、2011年以後の

アジェンダに関しては鎮静期間を提

案する。この鎮静期間において、施

行後レビューを行い、関係者との議

論を通してIFRSの品質に関するフィー

ドバックを得るべきである。また、

この鎮静期間において、IASBは新

たなプロジェクトをアジェンダに追

加するプロセスを見直すべきである。

戦略的に、IASBを強固なブランド

にするため、IASBは強固な原則ベー

スの基準発行、概念フレームワーク

の完成及び開示フレームワーク・プ

ロジェクトの追加に集中すべきであ

る。また、新たな展開や追加の支援

が必要な分野を発見するために、ギャッ

プ分析を行うことも提案する。

XBRLの開発及び利用によって、企

業間及び国家間の整合性は強制され

ることになるが、基準における定義

が問われることになり、適用に関す

るチェックともなるだろう。2011年

以後にIASBが成功するには、市場

の状況に対応することが必要であり、

予算、人員及び資源を注意深く管理

する必要がある。１つの方法は、基

準開発の完了日が重ならないように

調整し、プロジェクト選定のプロセ

スを見直すことである。

【グループ３】

ブランドは活動の成果であり、そ

れ自体が目的でもある。IASBは自

身を企業のように考え、そのように

運営すべきである。IASBは、中小

企業向けIFRSと完全版IFRSとの間

の関係を慎重に取り扱う必要がある

中小企業向けに関係者の関心が

集中し、完全版IFRSに対する勢い

が弱まるリスクもあり得る。IASB

は、基準の意思決定有用性に引き続

き注意を払うべきである。また、プ

ロジェクト選定の過程を評価し、利

害関係者の関与を求めるべきである。

一貫性のある基準の解釈及び適用に

関心がある。2011年以後、鎮静期間

を設け、その間に基準の適用及び教

育支援に集中すべきである。これは

また、適用の問題におけるIFRICの

役割を拡大することにもなる。影響

分析あるいは施行後レビューを行う

場合、IASBは、適用の一貫性には

文化的な側面が重要であることに留

意する必要がある。IFRSは包括的

な見方がされるべきと感じている。

そのためには、基準における隙間を

見付けるのと同様、概念フレームワー

ク及び開示フレームワークを開発し、

完成させることを支持する。発見さ

れた隙間については、各国の基準設

定主体と連携しながら対処できる。

これは、特定の地域におけるニーズ

及び適用上の問題を発見するために、

他の基準設定主体との共同作業を主

導するというより幅広い文脈で行わ

れるべきである。IASBが１組のグ

ローバルな基準という目標に到達す
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会計

るためには、関係者の最新のニーズ

に対応し、原則ベースの基準開発に

努めることが絶対条件である。

【グループ４】

2011年以後には鎮静期間を置き、

新たな基準公表のペースを落とすべ

きである。新規プロジェクトは、

2011年以後に到来する調整期間を考

慮する必要があり、実務上の適用を

常に検討しなければならない。基準

適用の一貫性のため、原則ベースの

会計基準という目標を達成するため

の手段として、施行後レビューを支

持する。IFRSは包括的かつ完全で

あるべきであり、IASBは基準間の

整合性も確保すべきである。概念フ

レームワーク及び開示フレームワー

クの開発を支持する。しかしながら、

概念フレームワークの優先順位は高

まっており、より多くのリソースが

当該プロジェクトに投入されるべき

である。開示フレームワークは、開

示の質的特徴を開発すべきであり、

IFRSにおける現行の開示の定めを

レビューすべきである。IASBはま

た、新規プロジェクトの追加及び現

行プロジェクトのレビューに関する

定款上のプロセスを見直すことを提

案する。ブランディングに関して、

IASBは他の利害関係者と一緒に将

来を検討すべきである。

〈注〉

１ 国際会計基準委員会財団

（IASCF）の定款変更に伴い、基

準諮問会議（StandardAdvisory

Council）の名称が、IFRS諮問会議

（IFRSAdvisoryCouncil）に改称

されることとなった。本稿の報告

対象である２月会議の時点では、

改訂後の定款は発効していないも

のの、本稿においては改称後の会

議名IFRS諮問会議（「諮問会議」）

を用いることとした。

２ http://www.iasplus.com/pressrel

/1002iascfconstitution.pdf

３ StaffSummary:AnnotatedCon-

stitutionShowingChangesAgreed

attheJanuary 2010 Trustees・

Meeting（http://www.iasb.org/NR/

rdonlyres/ED564719�4A20�405A�

999E�702CD5369C7F/0/StaffSum

maryofAnnotatedConstitution.pdf）

第２項�

４ 同・第37項�

５ 同・第２項�

６ 本公開会議の内容及び採択され

たグローバルな会計基準に関する

ステートメントについては、米国

SECのウェブサイトを参照（http:

//www.sec.gov/news/press/2010/

2010-27.htm）。
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